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1. 装置起動 
 1-1. 冷却水供給 
   (TEOS室左隅) 
  1-1-1. 蛇口OPEN 
  1-1-2. TEOS バルブOPEN 

 1-2. コンプレッサ電源 ON 
           (隣測定室AFM机下) 

 1-3. 窒素ボンベOPEN 

冷却水流れているかチェックするように 

つまみをOからIに 

1/4回転～ 
半回転ほど 

残量注意(TEOS1µm成膜時に
は3必要) 

2次圧 : 0.1 MPa 

完全停止状態からの装置起動 



 1-4. メインブレーカ(3Φ200V、1Φ100V) ON 
           (前面扉) 
   →「MAIN」の OFF スイッチが点灯 

 1-6. 「SYSTEM」の スイッチを押し、 を選択 
   → 装置は自動的に起動操作に入り スイッチの   
    側が点滅 

 1-5. 「MAIN」の ON スイッチを押す 
           (前面扉) 
   ※Airのエラー → コンプレッサーのせいなので少し待つ 

RUN/STOP RUN 

AUTO/MANU 

 1-7. 装置正面左下の扉を開け、LCSのPOWERスイッチがONになってい
るか確認(※常時ON) 

AUT 



 1-8. LSCの「TEOS残留表示部」の表示が「-H-」か「-M-」にあることを 
   確認 

 1-9. スイッチと スイッチ ON LINE HEAT SUCP HEAT 



2. チャンバ内クリーニング（プロセス前） 
2-1.  「SYSTEM」の スイッチにて「MAN」を選択 
 

2-2. RP2で粗引き（大体3分ほどで2-3に進める） 
   スイッチ : OFF → スイッチ : ON 

 
2-3. MBPで本引き 
   スイッチ : OFF → スイッチ : ON 
 
          → スイッチ : ON → スイッチ : ON 

AUT/MAN 

BV4 BV3 

BV3 BV4 

BV1 MBP 

2-4. O2ラインパージ 
 スイッチ : ON 
 

  MFC(O2)のポテンショメータを最大に 
   

  TEOSラインパージ    
  スイッチ : ON 
 

  MFC(TEOS)のポテンショメータを最大に 

GV4 

GV9 

※N2を10sccm流してないと 
 インターンロックがかかる 



※この通りになっているか確認 

0付近でOK 



2-6. 

2-7. 

2-8. 

2-9. 

2-10. 

2-11. 

2-12. 

(３分ほど待つ) 

(20分ほど待つ) 



2-13. 

(30分) 2-14. 

→ O2とCF4ボンベの元栓 : CLOSE 
2-15. 

2-16. 

（最初はメモリ90でスタートし大きくしていく） 



※この通りになっているか確認 

2-17. 



３. 試料セット 

3-1. 

3-2. 

3-3. 

3-4. 

（大体3分ほどで3-4に進める） 

（1時間待ち） 



4. 成膜 
4-1. 

4-2. 

4-3. 

4-4. 

4-5. 

4-6. 

TEOS 1µm成膜条件 
圧力 1.4Torr  
   →メモリ1.55 
O2 : 50sccm 
TEOS : 3sccm 
印加電力 : 50W 
   →メモリ200 

（最初はメモリ90でスタートし大きくしていく） 



5. 試料取り出し 
5-1. 

5-2. 

5-3. 

5-4. 

30分待ち → BV2 OFF 

3-2. 



(３分ほど待つ) 

(20分ほど待つ) 

6-1. 

6-2. 

6-3. 

6-4. 

6-5. 

6-6. 

6-7. 

6-8. (20分) 

（最初はメモリ90でスタートし大きくしていく） 

6. チャンバ内クリーニング 



7-1. 
7. 装置停止 

7-2. 

7-3. 

(20分ほど待つ) 



7-4. 

7-5. 

( 

N2  :  CLOSE 


